
アウトリーチ型支援事業 合同研修Ⅰを開催

令和６年度 東京都看護職員定着促進支援事業

東京都ナースプラザでは、就業協力員が200床未満の病院を訪問し、看護管理者の
方を支援しています。6月24日（月）には、 「アウトリーチ型支援 参加病院合同
研修Ⅰ」を開催しました。
14病院50名の看護管理者やコアメンバーが集い、自病院の地域での役割や課題を
明らかにして、めざす姿・目標や今後の取り組みについて話し合いました。

講義 テーマ：自病院のめざす患者の姿や看護ケアを語り未来像を共有する
講 師：東京都立大学 人間健康科学研究科看護科学域

准教授 國江慶子先生
グループワーク テーマ：自病院のこれからについて看護管理者と共に語り合う

参加者の感想（アンケートより）
・メンバー同士「こうなったらいい」が同じ方向であったことを知ることがで
きて、協力し合える心強さを感じることができました。
・話し合いの中で、過去に取り組んできたことが、今は強みになっていることに
気づいた。改めて患者中心に考えるスタッフが多いということもわかりました。

・目標や取り組み、めざす姿を言語化することが難しかったが、アドバイスを
頂き少し明確にすることができました。

今後のご案内
次回の合同研修Ⅱは、11月12日（火）に開催します。
次年度の事業説明会は、令和7年2月頃に予定しています。
※アウトリーチ型支援事業は、看護管理者の皆様を応援しています。

東京都ナースプラザ看護師等確保対策事業係


